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不二製油グループ
憲法とビジョン

1　 人と地球の課題を解決し  
サステナブルな食の未来へ

2　 新しい不二製油が生み出す変化
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099　監査等委員会
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104　グループガバナンス

ガバナンス

013　 目的地：不二製油グループ憲法と
ビジョン

014　あゆみ：培ったビジネスモデル
016　 事業：世界でつくる
017　製品：素材を活かす

018　 製品：おいしいを支える
020　挑戦：食の未来を創る
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価値創造ストーリー
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サプライチェーン構築による成長
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052　 大豆加工素材事業
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056　 特集04 GOODNOON

事業戦略

058　 CFOメッセージ
059　 財務戦略
064　 研究開発
068　 生産活動

070　 価値創造を支える人材
076　 気候変動と生物多様性
079　 人権マネジメント
081　 サステナブル調達

価値創造の基盤

CEOメッセージ

課題解決を原動力に、
不二製油グループの
さらなる成長へ

CEO×社外取締役対談

成長領域と挑戦領域の
両輪で描く持続的な成長

社外取締役鼎談

企業価値向上に向けて、
新体制とともに歩む

CONTENTS

ビジョン

ミッション

私たち不二製油グループは、食の素材の可能性を追求し、
食の歓びと健康に貢献します。

私たちの使命、私たちの存在理由

ビジョン

植物性素材でおいしさと健康を追求し、
サステナブルな食の未来を共創します。

私たちの目指す姿

バリュー

 安全と品質、環境　  挑戦と革新
 人のために働く　  スピードとタイミング

私たちが行動する上で持つべき価値観

プリンシプル

私たちの行動原則

不二製油グループは、食品企業としての社会的責任を強く認識し、経営の基本方針として「不二製油グループ憲法」を掲げてい
ます。この憲法は、私たちの使命（ミッション）、目指す姿（ビジョン）、行動の価値観（バリュー）、および行動原則（プリンシプル）を
明文化したものであり、すべてのグループ従業員が価値観を共有し、判断や行動の基準とするための指針です。
創業以来、私たちは植物性素材の可能性を追求し、「おいしさ」と「健康」を両立させる製品を通じて社会に価値を提供してき

ました。現在は、「植物性素材でおいしさと健康を追求し、サステナブルな食の未来を共創します。」というビジョンのもと、社会
課題の解決と不二製油グループの持続的な成長の両立を目指しています。

不二製油グループ憲法

目的地目的地

105　データハイライト
110　主なグループ会社一覧
111　会社概要／株式の状況

データセクション等

P.4

P.32

P.85

植物性素材で
おいしさと健康を追求し、
サステナブルな食の未来を

共創します。
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1950年に不二蚕糸の大阪工場が製油業として独立し、不
二製油株式会社が誕生。日本の油脂業界では最後発として
事業を開始した不二製油は、大豆や菜種などの油脂原料の
割り当てを受けることが難しい状況の中、当時日本ではほ
ぼ扱われていなかった南方系の固型脂に着目。「人まねをし
ない」という創業精神から日本初となる圧搾抽出方法によ
るヤシ油の搾油に成功し、原料と技術で独自性を持つ事業
基盤を築きました。

「人まねをしない」
挑戦と革新

不二製油グループは創業以来、南方系油脂と大豆たん白を中核技術とし、独自の発想と挑戦
を重ねながら、顧客や社会が抱える課題に応えるソリューションの提供に取り組んできま
した。「人まねをしない」精神のもと、革新を追求し続けることで、顧客・消費者・ステークホ
ルダーの期待に応え、持続的な成長を遂げてきました。

日本初の南方系油脂の圧搾抽出装置

不二製油は、顧客の課題解決や潜在的なニーズの掘り起こし
を行うことで成長してきました。1977年には、顧客との共創の
場として「フジサニープラザ東京」を開設。製品の紹介にとどま
らず、顧客の課題に応じたソリューションを提案する「提案型
営業」を本格的に開始しました。
不二製油の提案営業が広く認知されたのは、1988年のティ

ラミスのヒットがきっかけです。欧州視察中の不二製油社員
が、ティラミスが日本人にも受け入れられると直感しました。
しかしティラミスの原料であるマスカルポーネチーズは当時
イタリアから空輸するしかなく非常に高価であったため、不二
製油はマスカルポーネチーズに
代わるチーズ風味素材を開発。
日本で手軽な価格でティラミス
が作れるようになり、ティラミス
はデザートの定番となりました。

顧客課題解決型の
ビジネスモデルの確立 人と地球の課題解決に向けて

主原料であるパーム油やカカオは、原産地における環境や人権に関する課題が指摘されています。当社グループは、2004年に設立
された持続可能なパーム油のための円卓会議（RSPO）に同年加盟し、日本企業の中でも先駆けて主
要原料のサステナブル調達を推進してきました。2010年代からは、欧州をはじめとする各国でサス
テナビリティに対する関心が高まり、当社グループのトレーサブルなパーム油への顧
客のニーズも増加しています。パーム農園を運営する企業とのパートナーシップを結
ぶ他、マンツーマンでのサプライチェーン変革プログラムを実施するなど現地に根差し
た活動を行い、強固なサプライチェーンを構築しています。

2000年以降、不二製油グループは技術面でおいしさと健康に関する大きな進歩を遂げました。
◆酵素エステル交換による低トランス化技術
米国を中心に、過剰摂取によって心臓疾患リスクを高めるとして「トランス脂肪酸」の低減が求められるようになりました。当社グ
ループでは酵素エステル交換技術を用いた低トランス化技術によって市場の期待に応えました。
◆USS（Ultra Soy Separation)製法　
大豆本来のおいしさを追求する中、当社グループは2012年、世界で初めて豆乳を「豆乳クリーム」と「低脂
肪豆乳」に分離するUSS製法を確立しました。これは、乳から生クリームと脱脂乳を分けるような発想に基
づく技術であり、この技術を応用することで、植物性素材の新たなおいしさと価値が生まれました。
◆MIRACORE®

当社グループの特徴は、植物性のたん白と油脂の知見を応用した製品を作り出すことです。2021年に立ち
上げた技術MIRACORE®では、植物性油脂とたん白の融合により、まるで動物性食品のような風味や満足
感を表現しています。植物性だからこそ味わえるおいしさと健康を届け、食の選択肢をひろげ、世界中の消
費者や社会に貢献します。

技術

調達

パーム

研究
開発

生産 安全で安定した品質の製品を
遅延なく提供

販売 顧客

1950~

培ったビジネスモデルあゆみあゆみ

挑戦 革新 共創

1970~ 2000~

自社製品を用いて、顧客が抱え
る課題に対するソリューションを
提案

市場
開発

市場開発と連携し顧客課題解決
につながる自社製品を開発

素材
開発

新規事業の芽を創出基礎
研究

生産

「不二製油グループの歴史」の詳細については、ウェブサイトをご参照ください。

https://www.fujioil.co.jp/ir/individual/history/不二製油グループのあゆみ

特集 サプライチェーン構築による成長戦略 P.44

15不二製油 統合報告書 2025不二製油 統合報告書 202514

https://www.fujioil.co.jp/ir/individual/history/


世界でつくる事業事業 素材を活かす製品製品

2,073億円 3,347億円

942億円

263億円 ▲158億円

34億円

チョコレート用油脂（CBE）※

世界トップ3　日本第1位
売上高 売上高

売上高

営業利益 営業利益

営業利益

※  CBE:Cocoa Butter Equivalent 

カカオバターと同等の物性を持っ
たチョコレート用油脂

カカオ パーム 大豆

売上高

2024年度実績（日本基準）

6,712億円

99億円

営業利益
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1980年以降、サプライチェーンの確立を目指し、グローバル展開を進めました。世界の多様な
食文化を支えています。

不二製油グループは、パーム、カカオ、大豆を主要原料として、多くの製品を生み出しています。
これらの原料を無駄なく高度に利用し、独自性の高い製品を作り上げています。

植物性油脂事業
シェア（当社推定）

351億円 7億円

  植物性油脂事業
  業務用チョコレート事業
  乳化・発酵素材事業
  大豆加工素材事業

チョコレート用油脂 フライ用油脂 豆乳クリーム
低脂肪豆乳

大豆たん白素材 機能剤

ホイップクリーム マーガリン フィリング ダシチョコレート バター・ホイップ・
チーズタイプ

プラントベース

顧客 食品メーカー、小売店・コンビニ、外食・中食、
飲料メーカー、卸売業者など

不二製油グループは、パーム、カカオ、大豆を
主原料に「分ける技術」を発展させ、特性や機
能を持つ素材を展開しています。さらに、こ
れらの素材を「組み立てる技術」で加工し、新
素材を創出しています。これにより、様々な
食品素材のデザインが可能となり、幅広いお
客様に価値を提供しています。

業務用ホイップクリーム※

日本第1位

乳化・発酵素材事業

※  植物性脂肪を含むホイップ
クリームを指す

シェア（当社推定）

業務用チョコレート事業

業務用チョコレート

世界第3位　日本第1位

シェア（当社推定）

売上高 営業利益

グローバル展開コア技術により独自のポートフォリオを形成
事業展開地域

14の国と地域

連結従業員数

5,654人

海外従業員割合

69％
グループ人員
構成比率

調整・加工

分別技術

食素材 独自技術

油脂 融点や物性が異なる
パーツを取り出す

機能性などを
付与した不二製油
ならではの新素材

累計特許取得件数

日本： 1,730件

海外： 1,882件

分ける技術

組み立てる技術

大豆たん白素材 

日本第1位
水溶性大豆多糖類

世界第1位　日本第1位

大豆加工素材事業
シェア（当社推定）

チョコレート用油脂

大豆たん白素材

ピュアチョコレート

ホイップクリーム

フライ用油脂

水溶性大豆多糖類

コンパウンドチョコレート

フィリング

※2025年3月31日時点

※事業別営業利益は、グループ管理費用等を控除していない数値

※ 2025年3月31日までに登録された不二
製油グループの累計特許件数。実案・意匠
を含む。

コア技術
日本 1,728人

アジア 2,091人

欧米 1,835人

17不二製油 統合報告書 2025不二製油 統合報告書 202516



おいしいを支える製品製品

大豆たん白素材 ハイプロテインチョコレート
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不二製油グループの製品は、チョコレートやパン、惣菜、飲料など、日常のあらゆる食シーンに活用され、
消費者の暮らしに自然と溶け込んでいます。
確かな技術と品質で、食の安心とおいしさを支えています。

油脂の酸化を防ぐことで長期流通
でも高品質を実現

フライ用油脂 チョココーティング
クッキーとの組み合わせで起きる
チョコレートの軟化・べたつきを
油脂配合で解決

チョコレート用油脂

チョコフィリング
焼成しても濃厚で口どけ豊かな
チョコレート

植物由来でありながら、コクや風味に優
れたプラントベースのチーズやバター

プラントベースチーズ・バター
MIRACORE®技術による「満足感」
のある風味豊かなスープ

植物性スープ
麺類や米飯のほぐれをよくするこ
とで、おいしさに貢献

機能剤ホイップクリーム
乳化技術により、ホイップクリーム
のみずみずしさを保持

ロングライフのパンのおいしさを
維持

マーガリン

油脂の力で、パリッとした食感や
なめらかな口当たりなど、食感を
自在にコントロール

風味に優れたソイプロテインのお
いしさとスッキリとした味わい

おいしさと食べやすさを両立したチョ
コレートとプロテインの組み合わせ

19不二製油 統合報告書 2025不二製油 統合報告書 202518
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カカオの需要に対する供給の充足率

※ 国連食糧農業機関（UNFAO）、国連環境計画（UNEP）のデータをもとに当社再編
2020

0

50

100

150
（%）

2030 2040 2050 （年）

2050年には約40％の
充足率になると予測

健康課題を抱える患者数予測

※1  世界保健機構（WHO）、国立がん研究センター、国際アルツハイマー病協会
（ADI）のデータをもとに当社再編

※2  肥満人口、糖尿病患者数、認知症人口の予測値を集計
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2050年には約43億人が
健康課題を抱えると予測

食の未来を創る挑戦挑戦

NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機
構）が推進するバイオものづくりプロジェクトのもと、新潟薬科
大学と共同で油脂酵母を用いたパーム代替油脂の生産技術開
発に取り組んでいます。2022年には世界トップレベルの油脂
生産性となる育種株を開発し、その記録を塗り替える形で改良
を継続してきました。サステナブルな油脂原料として2030

年頃を目途に社会実装すべく、引き続き産官学が 

一体となった取り組みを進めていきます。

当社グループでは、カカオ危機に対してお客様にあらゆる選
択肢を提供できるよう研究開発を活発化させています。日本
では象徴的な新製品として、カカオ原料を一切使用しないミ
ルクチョコレートタイプの「アノザM」を2025年春に発売し
ました。欧州では2024年よりPlanet A Foods社と協業を開
始し、同社のヒマワリとブドウをベースとしたサステナブル
なカカオフリーチョコレート「ChoViva」の品質向上に取り
組んでいます。2025年からは、未来創造研究所ならびにチョ
コレート開発部も加わり、「ChoViva」のおいしさのさらなる
進化を追求しています。

当社グループは、大豆ペプチドの研究を通して脳
機能や身体機能への効果に関する豊富なエビデ
ンスを蓄積してきました。近年注目を集めるeス
ポーツ市場は大豆ペプチドのポテンシャルをお
客様に知っていただく有望領域であり、現在積
極的に市場開拓を進めています。2025年5月に
大阪府泉佐野市で開催された将棋名人戦では大
豆ペプチド配合の「カラダメンテ」を「勝負ドリン
ク」として提供し、eスポーツ同様に知力と体力を
必要とするシーンに貢献しました。

世界人口の増加や経済成長に伴い、チョコレート菓子市
場は今後も拡大していくと見込まれます。一方で、原料と
なるカカオ豆は生産量の大幅な増加が難しく、代替カカ
オなどのソリューションによって需給ギャップを補う機
会が拡大すると予想しています。

人口の増加に加え、先進国では医療の進歩により死亡率
が低下し、寿命が延びることで高齢化が進行していきま
す。一方、新興国では経済発展に伴い生活習慣病が増加
し、健康志向は今後さらに高まっていくと見込まれます。

勝負の場面で
知力と体力を支える大豆ペプチド

チョコレートの未来を担う
カカオ代替素材

油脂酵母によるサステナブルな
パーム代替油脂

油脂酵母の顕微鏡写真

日本での新製品「アノザＭ」

近年注目を集めるeスポーツ市場

人口※1 90億人

17％

43億人

欧州での採用商品
Treets様「Treets Peanuts with ChoViva」

1／5
80％

40％

65歳以上の割合

健康課題を有する人口

CO2排出量

パーム油充足率※2

カカオ充足率※2

食を取り巻く環境は、人口の増加や環境問題、そして進行する食資源の不足などにより、大きく変化しています。不二製油グ
ループでは、2050年の未来を見据えた「未来年表」を作成し、将来起こりうる社会課題を予測しています。2050年には世界人
口が約90億人に達し、そのうち17％が65歳以上の高齢者になると見込んでいます。また、世界人口の約半数にあたる43億人
が、肥満・糖尿病・認知症といった健康課題を抱える可能性があります。生産性の向上によりCO₂排出量は現在の5分の1程度
に抑えられると予測されるものの、パーム油は需要の約80％、カカオは約40％しか供給できないという深刻な資源不足も懸
念されています。
こうした未来の課題に対応するため、当社グループでは、パーム油やカカオなどの天然資源に代わるサステナブルな代替

素材や、健康課題に対応した新たな素材の創出に取り組んでいます。私たちは、サステナブルな食の未来を支えるため、革新的
な技術と素材で社会に貢献します。

2050年の世界

サステナブルな食の未来に向けた
不二製油グループの取り組み

カラダメンテ

※1 国連世界人口の低位推計から算出
※2 パーム油、カカオの需要に対する供給の充足率

未来年表
【人口／経済／環境／
食糧／ヘルスケア】
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持続的な企業価値向上への再投資

● ネイチャーポジティブ

● カーボンニュートラル

● サーキュラー
　エコノミー

● 世界人口の増加と
　食料需給

● 健康寿命の延伸

● 人権の尊重

ESG
マテリアリティ

不二製油グループは、経営資本を源泉として、4つの事業が持つ強みを組み合わせることで、提供価値を創出しています。
こうして生み出された利益やキャッシュ・フローは、持続的な企業価値の向上に向けて再投資しています。このような価値創造
の循環を通じて、「サステナブルな食の未来」の実現を目指します。

食を愛し、人のために働く多様な人材
14か国 5,654人

2025年３月31日時点の不二製油（株）、連結子会社

人的資本

2030年度
● GHG排出量の削減※

スコープ1+2 

42％削減

2050年度
スコープ1、2、3

ネットゼロ

スコープ3（カテゴリ1）

25％削減

将来財務項目

● TTP
2030年

100％

● 事業利益　
2027年度

450億円

財務項目

● ROE
10.0％以上

● FUJI ROIC
6.0％以上

不二製油の強みを支える
経営資本

TTP※ 95％
環境に配慮したサステナブルな原材料

自然資本

※パーム農園までのトレーサビリティ
　2024年度実績

製造資本
安全と品質・安定供給が支える信頼

製造拠点 日本7拠点、海外20拠点
2025年３月31日時点の不二製油（株）、連結子会社

累計特許取得件数 3,612件

知的資本
挑戦と革新の精神と、4事業融合に
よる高い技術力

2025年3月31日までに登録された不二製油
グループの累計特許件数。実案・意匠含む。

ステークホルダーとの共創を通じて、
信頼と確信を育むネットワーク

社会・関係資本

アプリケーションセンター
 6か国 12拠点

ビジョン実現に向けた価値創造プロセス

P.70-75

P.68-69

P.64-67

P.66

P.76-83

P.26-27

P.76-83

植物性素材の
おいしさを実現

GOODNOON

● 新しい技術
● 新しい市場 
● 新たな売り方 

植物性素材で
食の選択肢を

ひろげる

技術の融合

不二製油の
強み

サステナブルな
食の

バリューチェーン

おいしさと
健康

大豆加工素材事業
水溶性大豆多糖類シェア

世界第1位

乳化・発酵素材事業
業務用ホイップクリーム*シェア

日本第1位
*植物性脂肪を含むホイップ
 クリームを指す

業務用チョコレートシェア

世界第3位

業務用
チョコレート事業

チョコレート用油脂（CBE）シェア

世界トップ3

植物性油脂事業

サステナブル
調達

パーム

カカオ

大豆

顧客との
課題

解決力
主原料

挑戦領域

P.24-25

※基準年：2020年度

提供価値 中長期目標ビジネスモデル地球環境・
社会の主な課題

経営資本

サステナブルな食の未来を共創するサステナブルな食の未来を共創するビジョンビジョン

経営基盤  ガバナンス  P.84-104
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不二製油も含めたバリューチェーン全体の持続的な成長

植物性素材で、人と地球の課題解決
不二製油グループのビジネス

● 生態系変化への対応
● 労働者の人権課題
● コミュニティとの共生

● 「おいしい」の多様な選択肢
● 健康増進

● 原材料の安定調達
● フードロス、食品安全
● 人手不足・人件費増

ステークホルダーの
主な課題

地球・社会の
主な課題

課題解決を実現する不二製油グループの強みと経営資本

顧客

顧客との課題解決力

技術の融合 サステナブル調達

世界人口
増加と
食料需給

ネイチャー
ポジティブ 人権の尊重

健康寿命の
延伸

サーキュラー
エコノミー

カーボン
ニュートラル

社会・
関係資本製造資本

人的資本知的資本 自然資本

財務資本

農産地 消費者
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不二製油グループは、創業以来植物性素材にこだわり、
独自の技術を磨きながら、顧客や消費者の課題解決に
資する製品を提供してきました。現在私たちが向き合
うステークホルダーは、顧客や消費者にとどまらず、
地球環境、社会、原料の生産地など、バリューチェーン
全体に広がっています。こうした多様なステークホル
ダーの課題に対して、当社グループは独自の経営資本
を活かし、「顧客との課題解決力」「技術の融合」「サステ
ナブル調達」という3つの強みによって価値を創出して
います。
　その根幹にあるのは、食を愛し、人のために働く多様
な人材です。私たちは、こうした人材の力を最大限に引
き出し、事業を超えたシナジーを創出することで、植物
性素材を通じて人と地球の課題解決に貢献します。そ
して、ステークホルダーとともに、サステナブルな食の
未来を創り出していきます。

ステークホルダーの課題解決を通じて、ビジョンを実現

サステナブルな食の未来

季節やライフスタイルで変化するパン・スイーツ市場を的確に
捉え、コンビニエンスストアや大手パン・洋菓子メーカーに「お
いしさ」と「作業適性」を両立した製品やレシピを提案。顧客と
の共創を通じて、時代のニーズに応える開発を進め、パン・ス
イーツ文化の進化を支えています。

油脂とチョコレートの技術融合により、アイスのコー
ティングに「なめらかな口どけ」や「パリッとした食感」
を実現。さらに、コーンやモナカの内側へのチョコレー
トの塗布で水分移行を抑え、生地の食感保持にも対
応。これらの技術は、風味や食感の向上に加え、保存
性や流通時の品質安定にも寄与し、総合的な品質向
上に貢献しています。

川上のサプライヤーと連携し、RSPO認証パーム油の取扱
拡大やプロセスコンタミナント※低減に取り組むことで、サス
テナブルかつ高品質なサプライチェーンを構築。安定した原
料調達と品質確保を両立し、顧客・消費者の信頼に応えてい
ます。

市場変化を捉えた提案で、
パン・スイーツ文化の進化を支える

油脂技術とチョコレート技術の
融合による、アイスの品質向上

高品質でサステナブルな油脂製品の
安定供給

顧客との課題解決力

技術の融合 サステナブル調達
課題解決の事例③

課題解決の事例②

課題解決の事例①

※ 食品の製造工程で偶発的に生じる、人の健康へ悪影響を与える恐れのある物質のこ
と。現状では人の健康への影響度合いが不明なため、国内外のリスク管理機関で検討
されている。

25不二製油 統合報告書 2025 不二製油 統合報告書 202524



価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

中
期
経
営
計
画

事
業
戦
略

価
値
創
造
の
基
盤

ガ
バ
ナ
ン
ス

デ
ー
タ
セ
ク
シ
ョ
ン
等

原材料の生産から消費・廃棄に至る食のバリューチェーンにおいて、様々な環境および人権課題が存在します。不二
製油グループは、サステナビリティ関連のリスクおよび機会に関わるバリューチェーン上の重点課題をESGマ
テリアリティとして特定し、事業を通じた課題解決の経営戦略ツールとして活用しています。ESGマテリアリティ
への取り組みを通じたネガティブインパクトの低減またはポジティブインパクトの創出により、事業リスクの低減
や事業機会の創出を図っています。
また、社会課題の変化やステークホルダーとの対話を踏まえ毎年レビューを行い、次年度のESGマテリアリティ

と重点項目を特定しています。特定されたマテリアリティは、管掌役のもと推進責任者を任命し、目標・対応策を定
め取り組みを推進しています。

ESGマテリアリティ特定プロセス（2024年度特定実施）

(表1） サステナビリティ課題領域と重点項目

(表2) 2025年度ESGマテリアリティと管掌役

サステナビリティ課題の
ロングリスト作成

ESRS※1を基準として、以下を参考にサステナビリティ課題のロングリスト作成
  国際的なサステナビリティ開示ガイドライン・ガイダンス（ESRS、GRI、IFRS、SASB、SDGs、OECD 
多国籍企業行動指針など）
 ESG評価機関評価項目（MSCI、FTSE、WBAなど）
 国内外の食品企業のマテリアリティ、業界団体の原則、当社グループの長期研究テーマ、有識者の知見

ステークホルダー、
リスク・機会を特定

以下の評価結果をもとに、当社グループの事業・ビジネスモデル・ステークホルダーに関す
る重要なサステナビリティ課題とリスク・機会を特定
  全事業にわたるバリューチェーン上の自然関連リスク分析※2

  パーム・カカオ生産国における自然関連リスク分析※2

  当社グループのバリューチェーン上の自然関連リスク・機会※2

  第3回人権インパクトアセスメント結果※3

重要なサステナビリティ
課題の特定

サステナビリティ課題の重要性を以下の2軸で評価し（IRO※5評価）、
重要なサステナビリティ課題を特定

2軸は「極めて高い・高・中・低」の4段階で評価し、
①②いずれかが「高」「極めて高い」と評価された
項目を重要なサステナビリティ課題として特定

サステナビリティ課題領域と
重点項目・管掌役の特定

特定された重要なサステナビリティ課題をサプライチェーン上で整理し、
サステナビリティ課題領域と重点項目・管掌役を特定(表1・2）
重点項目毎にKPIを設定

取締役会承認 サステナビリティ委員会でSTEP3・4を審議・決議の上、取締役会にて承認

ステークホルダー
エンゲージメント※4

ステークホルダー
エンゲージメント※4

※1 European Sustainability Reporting Standards（欧州サステナビリティ報告基準）　※2 https://www.fujioil.co.jp/sustainability/environmental_management/

※3 https://www.fujioil.co.jp/sustainability/human_rights/

※4  ESGマテリアリティ特定プロセスにおける有識者（サステナビリティ経営全般）、人権・生物多様性に関する専門家、機関投資家、当社グループの社内外役員、各本部（事業本部、
財務経理本部、研究開発本部、安全品質生産技術本部、人事総務本部など）

※5 インパクト、リスク、機会

ESGマテリアリティ
管掌役

カテゴリー No サステナビリティ課題領域 重点項目

1 食品安全と健康
① 製品安全と品質管理の徹底 執行役員 安全品質生産技術本部長
② 油脂中のプロセスコンタミナントの低減 上席執行役員 油脂事業本部長
③ 心身の健康課題の解消 執行役員 研究開発本部長
④ 多様な植物性素材の創出 執行役員 研究開発本部長

2 環境に配慮したものづくり

⑤ フードロスの削減とアップサイクル
執行役員 研究開発本部長

⑥ 循環型フードシステムの構築
⑦ CO₂の排出削減

執行役員 安全品質生産技術本部長⑧ 水使用量の削減
⑨ 廃棄物の削減
⑩ 生物多様性の保全と回復 執行役員 経営企画本部長

3 サステナブル調達
⑪ パーム油のサステナブル調達 上席執行役員 油脂事業本部長
⑫ カカオのサステナブル調達 上席執行役員 COO 兼 チョコレート事業本部長
⑬ 大豆のサステナブル調達 執行役員 大豆加工素材事業本部長
⑭ シアカーネルのサステナブル調達 上席執行役員 油脂事業本部長

4 人的資本と労働安全
⑮ DE&Iの推進

上席執行役員 CFO 兼 人事総務本部長
⑯ 人材の確保と育成
⑰ 労働災害および物的事故の低減 執行役員 安全品質生産技術本部長

5 情報セキュリティ ⑱ 情報セキュリティマネジメント 上席執行役員 CFO 兼 財務経理本部長

6 公正な企業行動
⑲ 信頼性ある内部通報制度の運用

上席執行役員 CFO 兼 法務部門担当役員
⑳ 公正な取引の推進

お
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気候変動と
生物多様性

•• 気候変動の緩和
•• 森林破壊
••  サプライチェーン上の 
水セキュリティ

•• 自然生態系の利活用
•• 保護価値の高い土地の開発
•• 水質・土壌汚染
•• 気候変動への適応

•• 気候変動の緩和
•• 気候変動への適応
•• 廃棄物
•• 自社の水セキュリティ

•• フードロス

•• 気候変動への適応

•• 労働基準
•• 労働安全衛生
•• 非差別と機会均等
•• 強制、奴隷、債務労働
•• 児童労働・若年労働者
•• 気候変動による人権への影響
••  周辺コミュニティへの環境・ 
社会影響

•• 土地の権利

•• 労働安全衛生
•• 職場環境
•• 人材の確保と育成
•• DE&I
•• 非差別と機会均等
•• 強制、奴隷、債務労働
•• 団体交渉権と結社の自由

•• 食品安全
•• 懸念物質
•• 健康への権利
•• 倫理的な研究開発

バリューチェーン
上の人びとの
ウェルビーイング

••  苦情処理メカニズムと救済への 
アクセス

•• 汚職と贈収賄 •• 汚職と贈収賄
•• 内部通報者の保護

企業行動

サプライチェーン川上
（サプライチェーン上の
労働者・周辺コミュニティ）

不二製油グループ
（従業員・自社操業）

サプライチェーン川下
（顧客・消費者）

••「インパクトマテリアリティ」「財務マテリアリティ」いずれかにおいて重要性が「極めて高い」と評価された重要な社会課題
••「インパクトマテリアリティ」「財務マテリアリティ」いずれかにおいて重要性が「高い」と評価された重要な社会課題

4  人的資本と労働安全

3  サステナブル調達

1  食品安全と健康

6  公正な企業行動

2  環境に配慮したものづくり

•• 情報セキュリティとプライバシー
5  情報セキュリティ

•• 情報セキュリティとプライバシー •• 情報セキュリティとプライバシー

STEP

1

STEP

2

STEP

3

STEP

4

STEP

5

①インパクトマテリアリティ（社会・環境へのインパクト評価）
 評価軸・・・インパクトの規模と範囲・修復の難しさ・発生可能性に基づく正と負の影響
 STEP2で使用したインパクト評価項目についてはその評価結果を重要度に反映

②財務マテリアリティ（当社グループへの財務インパクト評価）
 各サステナビリティ課題のリスクと機会に関する多面的な財務インパクトについてシナリオに基づき評価
時間軸・・・短（2025年度）・中（～2030年）・長期（2031年度以降）
評価軸・・・インパクトの大きさと発生の可能性について評価

※ 財務インパクトは、単年度の業績への影響・累積的な影響を評価する定量・定性の客観的閾値を使用し評価
※ 複数のシナリオがある場合は、最もインパクトが大きいシナリオ評価結果を反映

①
イ
ン
パ
ク
ト
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

②財務マテリアリティ

極高高中低

極
高

高

中

低

重要な
サステナビリティ課題

提供
価値

おいしさと
健康

企業行動

サステナ
ブルな

食のバリュー
チェーン

ESGマテリアリティ 「ESGマテリアリティ」の詳細については、サステナビリティレポート2025をご参照ください。

https://www.fujioil.co.jp/sustainability/sustainability_management/ESGマテリアリティ
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https://www.fujioil.co.jp/sustainability/sustainability_management/
https://www.fujioil.co.jp/sustainability/environmental_management/
https://www.fujioil.co.jp/sustainability/human_rights/



